
 

 

平成 30年度事業計画 

 

 植物検疫等に係る防除について、事業の効率的推進に留意しつつ、安全かつ効果的な防除

技術の開発及び普及に関する事業を行う。 

 

Ⅰ くん蒸技術の普及及び安全対策事業 

 １ 倉庫等くん蒸作業者の安全対策 

（１）安全対策委員会 

倉庫等くん蒸作業の安全、作業者の健康管理を検討する。また、事故が発生した場合、

事故原因解明と具体的対策の検討を行う。 

（２）臭化メチル中毒診断治療小委員会 

臭化メチル中毒診断治療小委員会設置を維持する。また、「臭化メチル中毒患者に対す

る処置について」の小冊子を関係者に配布する。事故時の応急治療等の連絡等の体制を

保持する。 

（３）講習会 

全国各地区において植物検疫くん蒸作業主任者専門講習（再講習）及び輸出梱包材く

ん蒸関係者を対象に講習会を実施する。 

２ 土壌くん蒸安全対策事業 

土壌くん蒸薬剤について、安全かつ適切に使用するためパンフレット等の作成・配布、クロ

ルピクリン剤の重点県については巡回指導員の設置、指導等により事故防止の徹底を図る。 

３ くん蒸技術の普及事業 

新しく開発されたくん蒸技術に関し、その的確・安全な使用の普及を図る。本年度は昨年

に引き続き、ヨウ化メチル剤による栗の消毒について重点的に取り組む。 

また、平成 29 年度まで実施した農食委託事業における成果のアウトリーチ活動として、農林

水産省、植物防疫所等の関係官庁及びくん蒸業・倉庫業界等を対象にサイロ空間部循環

方式によるリン化アルミニウムくん蒸法の普及を図る。 

 

Ⅱ くん蒸等防除技術の開発・調査事業 

１ 倉庫等くん蒸技術開発・調査事業 

（１） 我が国の輸出に有利な国際的検疫処理基準の確立、実証に係る委託事業を実施する。 

（２） 農産物の輸出に係る消毒技術に関する試験を実施する。 

（３） 植物検疫用ガス測定機器の性能試験を実施する。 

（４） 検疫くん蒸剤の農薬登録のための薬効薬害等試験を実施する。 

 



２ 農薬用保護マスク研究調査事業 

農薬用保護マスク研究会の事務局として、農薬用保護マスクの適正使用の普及を図る。県

等が実施する農薬安全使用講習会に講師を派遣するとともに、農薬の種類ごとに必要なマ

スクの種類が分かる検索ファイルを更新しホームページで公開する。 

３ 蒸熱消毒研究調査事業 

蒸熱消毒研究会等における情報交換、及び蒸熱消毒技術に関する調査・指導等を実施

する。 

 

Ⅲ その他の事業 

１ 梱包材等輸出検疫関係事業 

（１）輸出梱包材のくん蒸消毒証明について、（一社）全国植物検疫協会と協定し防除業者の認

定審査、技術指導等の事業を実施する。 

（２）ニュージーランド向け中古車の消毒に関して、情報収集並びに熱処理による消毒証明等の

事業化に向け、昨年に引き続き植物寄生菌の消毒方法の検討等を行う。 

２ 広報活動 

（１）ホームページ（URL:http://www.nikkunkyo.or.jp）の運営及び機関紙「日くん協だより」の印

刷配布及び講習会テキスト等を発行する。 

（２）くん蒸作業安全対策及び農薬の安全性についてのＤＶＤ等の貸し出しを行う。 

３ 調査 

安全で効果的かつ経済的なくん蒸技術並びに大気保全に係る内外の情勢等について情

報の収集等、調査を行う。 

４ くん蒸用供試虫、供試菌の提供及び効果判定 

くん蒸用供試虫の飼育・提供及び害虫に対するくん蒸効果確認並びに供試菌についても

培養・提供・効果判定を行う。 

５ （独）国際協力機構（JICA）沖縄国際センターが実施する 2018年度課題別研修「農産物を輸

出するための実践的植物検疫（ミバエ類殺虫技術）」を受託して、5月から 9月までの間、マレ

ーシア、タイ、ラオス、ベトナム、スリランカ及びフィリピンの 6 カ国 6 名の研修員を対象として

研修を実施する。 

６ その他 

（１）植物検疫に係る防除に関する情報及び農林水産省等からの連絡文書等、必要な情報の 

収集及び提供を行う。 

（２）検疫処理技術の国際基準化等に関する事業への協力を行う。 

（３）新たに導入されたくん蒸設備が「中小企業等経営強化法」における優遇税制適用対象にな

るかどうかの審査証明事業を担当する。 

（４）その他緊急を要する事業などを進める。 

http://www.nikkunkyo.or.jp/

